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と
も
に
歩
も
う
第
二
の
人
生

『こ
だ
ま
会
』
を
道
案
内
に

「健康ウォークの会」
―辻村植物公園で観梅―

歩け/歩 け/ 健 康は足 もとから。 3月 6

日のハイキングは、意外や参加33名の多人数

でした。小田原の標記公園で、満開の梅 とそ

の香 りを賞でました。珍 しいユーカリの構 も

ありました。力S、コアラはいませんでした。

(詳しくは10ページ参照)

補
会
開
催
御
案
内

「退
職
者
こ
だ
ま
会
」

第

一
二
回
定
期
総
会

ｏ
と

　

き

六
月
二
〇
国
内

午
後
二
時
～
四
時

・
と

こ

ろ

横
浜
市
中
区
寿
町

一
十
四

県
立
か
な
が
わ
労
働
プ
ラ
ザ

（旧
県
勤
労
会
館
）

四
階
第
三
会
議
室

（電
話
）
〇
四
五
（６３３
と
全

一
〇

本
年
度
退
職

さ
れ
た
未
加

入

の
方
も
当

日
、

来
場
ご
入
会
大

歓
迎
。

お
誘

い
合
わ

せ
の
上
ご

出
席

く
だ
さ

い
。

―

◇

―

◇

―

◇

―

な
お
、

ご
出
席
の
方
に
は
粗
品
を
進

呈
し
ま
す
。

ま
た
、

総
会
終
了
後
、
９
Ｆ
レ
ス
ト

ラ
ン

「
ガ
ル
」
に
お
い
て
怨
親
会
を
開

催
し
ま
す
。

約

一
時
間
、

飲
物
、

唯
食

の
他
、

カ
ラ
オ
ケ
、

舞
踊
等
、

飛
入
り

歓
迎
の
、

た
の
し
い
心
温
ま
る
一
日
を

過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

『加
入
の
お
す
す
め
、

と

会
費
納
入
ご
案
内
』

「
退
職
者
こ
だ
ま
会
」

へ
加
入
ご
希

望
の
方
に
は
、

規
約
　
入
会
申
込
書
、

会
費
振
込
用
紙
な
ど
お
送
り
し
ま
す
。

お
中
込
く
だ
さ
い
。

●
所

在

地

〒
２３‐

横
浜
市
中
区
本
町
四
の
三
七

神
奈
川
県
職
労
事
務
局
内
⌒３
Ｆ
分
室
）

「
退
職
者
こ
だ
ま
会
」
宛

（電
話
）
〇
四
五
奎
一〇

一
二

一
一
一

（内
線
七
九
五
三
）

〇
四
五
ご
一
〓

こ
三

一
七
九

●
振
替
口
座

横
浜
銀
行
県
庁
支
店

普
通
預
金
田
座
番
号人

七
人

一

神
奈
川
県
労
働
金
庁
本
店

普
通
預
金
田
庄
番
号

郵
便
振
皆
口
座

○
〇
二
五
〇
十
九
十
六
六
五
人
○

会
費
関
係

口
入

△
ム
金
　
な
し

の
終
身
会
費
　
一
一五
、

○
○
○
円

な
お
、

年
会
費
三
、

①
Ｏ
Ｏ
円
も

あ
り
ま
す
。

第

一
一
一回
定
期
総
会

議
　
　
案

（
二
～
工
頁
参
照
）
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一
九

年

（平
成
七
年
）
度

Ｉ
　
始
動
し
た

三

つ
の
委
員
会
活
動

○
ア
ン
ケ
ー
ト
ま
と
ま
る

（総
務
企
画
委
員
会
）

一
月

一
日
現
在
の
会
員
六
九
二
人
に
調

査
票
を
配
布
し
、

回
収
さ
れ
た
数
は
四

一

九
人
、

回
収
率
は
六
〇
％
を
超
え
る
高
率

で
あ

っ
た
。

仲
間
意
識
や
信
頼
関
係
と
共

に
調
査
内
容
に
対
す
る
関
心
の
高
さ
に
起

因
す
る
と
み
ら
れ
る
。

自
由
記
入
欄
に
は

一
四
七
人

（回
答
総

数
の
三
五
％
）
か
ら
切
実
な
要
望
　
意
見

が
寄
せ
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
を
調
査
結
果
報

告
書
に
ま
と
め
、

今
後
の
運
動
の
貴
重
な

財
産
に
し
て
い
く
。

（６
～
７
頁
参
照
）

○
新
し
い
会
、

新
し
い
参
加
始
ま
る

（趣
味
の
会
推
進
委
員
会
）

今
年
度
は
、
「
健
康
ウ
ォ
ー
ク
の
会
」

（松
尾
良
文
会
員
の
指
導
）
が
始
ま
り
、

第
２
回
目
に
は
３３
名
の
参
加
者
を
集
め
た
。

ま
た

「薬
膳
健
康
づ
く
り
研
究
会
」

（上

野
多
恵
子
会
員
主
催
）
に
始
め
て
参
加
し
、

い
ず
れ
も
喜
ば
れ
た
。

従
来
か
ら
の

「
歴
史
教
室
」
「
旅
行
の

会
」
な
ど
も
毎
回
参
加
者
が
４０
～
５０
名
、

２０
‐
２５
名
と
活
発
で
あ

っ
た
。

○
集
団
編
集
で
紙
面
充
実

（広
報
編
集
委
員
会
）

会
報
は
Ｎｏ
３２
‐
３４
を
刊
行
し
た
。

今
ま

で
個
人
に
負
担
を
か
け
て
い
た
編
集
を
、

委
員
会
に
よ
る
集
団
的
編
集
体
制

へ
と
人

転
換
の
試
み
を
始
め
た
。

幹
事
の
ほ
か
年
金
問
題
の
申
門
家
山
口

順
久
会
員
を
委
員
に
加
え

″頼
り
に
な
る

楽
し
い
会
報
″
づ
く
り
を
目
指
し
た
。

Ｎｏ

３４
の
退
職
者
向
け
年
金
問
題
の
別
刷
特
集

は
、

耳
寄
り
な
情
報
と
し
て
県
戦
労
新
問

に
紹
介
さ
れ
、

各
方
面
か
ら
好
評
を
う
け

る
な
ど
、　

〓
疋
の
成
果
が
あ

っ
た
．

Ⅱ
　
〈
五
員
七
〇
〇
名
を
突
破
し
た
会
勢

○
大
台
を
こ
え
る
―
入
会
状
況

昨
年
三
月
末
、

会
員
六
六
〓
名
で
あ

っ

た
が
本
年
二
月
米
で
は
七

一
〓
名

（年
会

費
七

一
名
、

終
身
会
費
六
四
二
名
）
で
七

〇
〇
名
の
大
台
を
こ
え
た
。
し
か
し
、

例

年
に
比
し
て
退
職
者
が
減

っ
た
せ
い
か
入

会
者
は
、

五
〇
名
の
増
加
に
に

っ
た
。

職
員
課
主
催
の
「
退
職
予
定
者
説
明
会
」

や
県
職
労
各
支
部
主
催
の

「
退
職
者
慰
労

と
激
励
の
集
い
」
で
の
Ｐ
Ｒ
等
で
入
会
勧

誘
の
努
力
、

ま
た
火
災
共
済
安
約
更
新
時

や
、

会
報
上
で
の
入
会
の
お
誘
い
な
ど
や

る
べ
き
課
題
は
多
い
。

○
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
維
持
―
事
務
局
体
制

経 空

生
ロ

1995年度 事 務局だより (主な行事など)(199541～
的963m)

月 日 目項 月   日 I F 目

4

5

6

7

8

9

10

11

24t13

211掛

3(和

9(水|

30(水|

22(金|

3 0■

4(カ

11(水|

1 8 +力ぐ

281JJ

2(力 ～

3(掛

7(ノ↓

に
仰
剛
　
抑
蜘
柳
ｍ
ｍ
蜘

旅行の会 「天の桁立と者狭路の旅Jい 観光バス利用|

第11回歴史散歩の会 「春日局と徳川「早家ゆかりの■
動めぐり」
会計監査 (上野、裕橋両監査による) 幹 事会

tE務企画委員会 (新年度計画末の作成)

第21回歴史教室 「人事と喧嘩は江戸の花」
会報第32号発行

幹事会 (決算 予 算説明及び終全役割分tB打合せ)

第ll回定期総会 (横浜市港湾労働会館大会議争)終 会

終了後懇親会

社理教室 江 ノ鳥 「かながわ女‖センターJ

幹事会

第22回歴史教宮 「天下の十じヽ 軍北条政子J
広報編集委員会 第 33号企画

広報編集委員会 第 33号編集

趣味の会推7tE実行委員会

会報第33号発行

第12回歴史散方の会
~阜

立 市 立F_史博物館巡りJ

広報編集委員会 総 務/LE画委員会 幹 事会

神奈1自 冷労連退職者会連合総会 「ガンを治すJ競 演

料理教室 「票膳料理語習会」
旅行の会 「皇女和宮峰嫁のみち巡 りJ紅 奏の実濃酪
(県観光バス利用)

広報編集委員会 第 34号企画

l l
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第23回歴史教=「 戦国式モと悔千J

京悟市減会

に床ウ十一ク 「末野駅一渋沢Ft陵一上大井駅」
許■会

し、ヤ編集各員会 第 34号編集

裕14企画委員会 (アンケート作成)

子作り文化祭 (神奈川自治労連退職者会)へ 参加

L報 編集委員会
「県駐労携びらきJへ 参加
こだま会報第34号発行 ア ンケートを同封して発送

幹事会

第23回歴史教=「 シーボルトの娘おいねJ

嗅職貞詳主lL 退雅脅説明会 (高相合庁)に 参"R

県職員課主催 退 職者説明会 (子塚令庁)に 参加

県職貞pl主催 退 職者説明会 (自治会館)に 参加

県社員課主催 退 職者説明会 (県庁大会議室)に 参加

忙茂ウォーク 「小日原柳■ 辻村植物田一風祭駅」

県職労横浜北支=F退馳者恐設会に参加

県駐芳榔荷支部退職者恐談会に参加

県職労受甲支部 西 湘支首F退職者FIR談会に参加

県職労北相支部担職者恐談会に参加

県職労横浜市支部退職者懇議会に参加

県職労】1年部大会 (大平荘)に 参加

広報編集委員会 第 35号企画
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会
の
性
質
上
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る

事
務
局
体
制
は
、

現
在
、

代
表
幹
事
以
下

七
名
が
交
互
に
週

一
回

（原
則
火
曜
日
）

出
勤
し
、

会
員
入
退
会
事
務
、

財
政
、

共

済
事
業
の
受
託

（火
災
共
済
　
自
動
車
共

済
　
セ
ッ
ト
共
済
　
交
通
災
害
共
済
な

ど
）
、

趣
味
の
会
運
営
事
務
な
ど
を
処
理

し
て
い
る
。

県
職
労
４
階
の
狭
い
な
が
ら

事
務
室
を
借
用
し
、

役
員
の
献
身
的
奉
仕

に
よ
り
活
動
を
推
進
し
て
い
る
。

○
譜
活
動
の
源
泉
―
財
政

会
計
を

一
般
会
計
と
積
立
金
会
計
と
し

て
、

一
般
会
計
は
会
員
の
会
費
、

県
職
労
助

成
金
お
よ
び
積
立
金
取
崩
し
を
収
入
と
し
、

積
立
金
会
計
は
将
来
の
支
出
に
備
え
て
終

身
会
費
を
積
み
立
て
て
い
る
。

い
ず
れ
も

会
員
、

お
よ
び
母
体
組
合
の
貴
い
金
で
あ

る
か
ら
効
率
的
な
支
出
に
努
め
て
い
る
。

と
く
に
、

趣
味
の
会
運
営
は
、

参
加
者

員
担
の
別
途
会
計
に
よ
り
、

事
務
は
会
員

に
よ
る
世
話
人
の
奉
仕
に
よ
っ
て
い
る
。

し
か
し
、

会
の
財
政
は
会
員
の
増
加
、

会
の
諸
事
業
の
活
性
化
に
と
も
な
い
、

支

出
が
拡
大
す
る
方
向
に
あ
る
。

財
政
が
次

第
に
圧
迫
さ
れ
よ
う
と
す
る
現
況
が
み
ら

れ
る
。

今
後
さ
ら
に
、

財
政
の
効
果
的
な

運
用
に
つ
と
め
、

収
入
増
加
の
方
策
を
探

り
、

増
大
す
る
会
員
の
要
望
に
も
対
応
し

て
ゆ
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

回
　
そ

の
他

○
賑
や
か
に

″
９５
手
づ
く
り
文
化
祭
″

神
奈
川
県
自
治
労
連
退
職
者
会
の

″手

づ
く
り
文
化
祭
″
実
行
委
員
会
に
加
わ
り
、

】

‐２
月
９
日
、

横
浜
市
従

会
館
で
文
化
祭
を
聞
住

し
た
。

趣
味

の
展
覧
会
、

演
芸
大
会
な
ど
退
職
者

ど
う
し
、

末
し
く
ふ
れ

あ
う

一
日
で
あ

っ
た
．

○
格
安
な
お
葬
式
実
現

遺
族
泣
か
せ
と
批
判

の
多

い
葬
儀
事
業
に
労

働
上
部
団
体

・
生
協
な

ど
が
参
入
す
べ
き
と
い

う
４
年
前
の
活
動
方
針

が
、

や
っ
と
具
体
的
に

な

っ
た
。

当
時
、

代
表

幹
事
が
県
生
協
に
申
入

れ
し
た
も
の
。

県
内
２５

生
協

が
共

同
出
資

の

「
伸

コ
ー
プ
総
合
葬
祭
」

を
設
立
し
、

市
価
よ
り

４
１
５
割
安
く
実
施
さ

れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。

Ⅳ
　
ま
と
め

こ
の

一
年
間
は
、

三

つ
の
委
員
会
が
設
置
さ

れ
、

役
員
が
役
割
を
分

担
し
て
自
主
的
に
活
動

を
進
め
た
結
果
、

役
員

の
活
動
参
加
率
が
高
ま

り
、

会
の
運
動
が
大
い

に
活
性
化
し
た
。

会
員

の
期
待
に
応
え
、

さ
ら

な
る
前
進
を
図
り
た
い
。

一般会計 1995年 (平成 7年 )
支 出

度収支決算
l 1 0 9 5 4  1 - 1 9 9 6 H ↓ ] i l 仕  1町

積立金会計 1995年 (平成 7年 )度 収支決算
支 出           的 9954 1～ 1996331)単 位 円

会 計 監 査 報 告  1995年 (平成 7年 )度 一般会計並びに積立金会計について、それぞれの収支証拠書類、預

金通帳等の監査を致しました結果、妥当に執行されているものと認めます。

入

項    目 予算衛 決算額 摘 要 頂    日 F阜 額 Ⅲム算箱 安

]会     費 ] 490 000 1 354 000 1 li 動  費

淋 1ヽ替窪爵刷鉢冊ム
〓
　
費

年 会  費 240 000 104 000
02 0001
を 3 0 0 0 1

１

３４ 活
動
皆

事 務 局 費

終 身 会 君 1 250 000 1 250 000 C25000円 X50 イr 動  雷 300 000 308 850
1 1者[P将 J    305 0● (

2県 職芳llb成金 1 000 000 1 071 071 会 説 買 上分  1 3 8 4 0 0
ア ンケー ト問 昴 7 1 0 7 0

2L【 軒  費 650 000 529 139

3事 業 収 入 300 000 421 142 3社  会  霞 450 000 498 715

4雑  J又  入 12 888 212 002 4会  訳  費 250 000 290 595

5積 立全取崩し 736 000 736 000 5通  信  費 2o0 000 324 858

6前 年度操越全 521112 521 112 6見 拷 共 i斉費 260 000 225 536

7縦  立  金 1 250 000 1 250 000

8予  備  賞 200 000 0

計 4 060 000 4 315 326 計 4 060 000 4 274 807 翌年度繰越全40519

項    目 予算額 決IH額 指 要 項    目 予算額 決算額 オ高 要

前年度繰越金 6 380 691 6 380 691 本 年 度 支 出 736 000 736 000 -11会 計へ裸出し

本 年 度 収 入 1 400 000 1 349 374 次年度繰越 金 7 044 691 6 994 06S

内

訳

宿 立  金 1 250 000 1 250 000 一般会atより繰入

示U     e 150 000 99 374 労働金庫定期預金

計 7 780 601 7 730 065 計 7 780 691 7 730 065

監査 上 野多恵子 ③   古 怒田富士一 ①1996年 5月 7日



的9昨 年 成8年)6月 1日  神 奈サ|1県職労 退 職 者 こ だ ま会 報 第 35 号  は )

一
九
九
六
年

（平
成
八
年
）
度

活

動

方

針

（案
）

Ｉ
　
私
た
ち
を
と
り
ま
く
情
勢

連
立
与
党
は
　
乱
脈
融
資
で
破
産
し
た
住
専

（住
宅
金
融
専
門
会
社
）
を
救
清
す
る
た
め
、

大
、

八
五
〇
億
円
の
税
全
を
投
入
す
る
予
算
案

を
、

国
民
の
大
多
数
の
反
対
に
も
か
か
わ
ら
ず

強
引
に
通
し
て
し
ま
い
、

焦
点
は
金
融
関
連
法

案
の
論
譲
に
移
っ
て
い
る
。
「
子
会
社
の
不
始

末
は
親
会
社

（母
体
行
）
が
責
任
を
も

っ
て
処

理
す
べ
き
だ
。」
と
い
う
の
が
多
く
の
国
民
の

声
で
あ
る
。
し
か
も
、

母
体
行
は
低
金
利
政
策

の
下
で
莫
大
な
利
益
を
あ
げ
て
お
り
、

負
担
能

力
は
十
分
も
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、

国
民
は
低
金
利
の
し
わ
寄

せ
を
受
け
、

年
金
が
頼
り
の
高
齢
者
は
，
活
設

計
に
重
大
な
支
障
を
生
じ
て
い
る
。

こ
う
し
た
中
で
、

来
年
四
月
か
ら
は
市
費
税

が
現
行
の
三
％
か
ら
五
％
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
。

一
世
帯
あ
た
り
の
消
費
税
負
担
は
年
平
均
で

一

〇
万
九
六
〇
〇
日
か
ら

一
人
万
三
〇
〇
〇
円
に

な
る
と
試
算
さ
れ
て
い
る
。
し
か
も
、

消
費
税

は
低
所
得
世
帯
ほ
ど
負
担
割
合
が
高
く
な
る

（逆
進
制
）
悪
税
で
あ
る
。
さ
ら
に
、

与
党
の

一
部
か
ら
は
消
費
税
率
を
八
％
な
い
し

一
二
％

に
引
き
上
げ
る
と
い
う
ｉ
振
も
出
て
お
り
　
新

進
党
党
首
も

一
〇
％
へ
の
引
き
上
げ
を
主
張
し

て
い
る
。

五
月

一
五
日
、

厚
生
省
は
介
護
保
険
制
度
の

試
案
を
発
表
し
た
。

在
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
先

行
実
施
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、

ホ
ー

ム
ヘ
ル
パ
ー
の
不
足
に
よ
り
、

厚
生
省
の
計
画

で
も
介
護
が
必
要
な
人
の
四
割
し
か
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
ら
れ
ず
、

残
り
の
大
割
の
人
は
家
族
に

ま
か
さ
れ
る
見
通
し
で
あ
る
。　

一
方
　
保
険
料

は

「年
令
か
ら
天
引
き
」
で
徴
収
さ
れ
る
。

最

初
は
作
七
十
１
ビ
ス
だ
け
な
の
で
月
五
〇
〇
川

た
が
、

施
設
サ
ー
ビ
ス
が
実
施
さ
れ
る
と
二
、

ｔ
Ｏ
Ｏ
円
、

高
怖
者
大
姉
で
月
五
、

四
〇
〇
円

の
負
担
と
な
る
「

加
え
て
利
用
す
る
場
合
は
別

に
利
用
料

（
一
割
）
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
で
あ
る
”

道
■
た
体
は
巾
町
村
と
さ
れ

て
い
る
が
、

市
町
村
は
現
作
で
も
回
保
の
赤
字

で
占
し
ん
で
お
り
、

そ
の
に
介
般
保
険
と
な
る

と
市
町
村
財
政
の
破
た
ん
は
日
に
見
え
て
い
る

Ｊ
Ｒ
共
清
な
ど
年
金
財
政
が
思
化
し
て
い
る

二
つ
の
共
済
を
厚
十
年
金
に
統
合
す
る
案
が
回

会
で
審
議
さ
れ
て
い
る
。

や
が
て
は
黒
字
の
「
地

共
消
」
も

一
元
化
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。

神
奈
川
県
は
八
〇
歳
以
上
の
人
に
対
し
て
文

給
し
て
い
た

「敬
を
祝
い
今
」
を
七
ｔ
歳

（キ

井
）
と
八
八
歳

（米
寿
）
持
に
限
化
す
る
こ
と

に
し
、
「
祝

い
古‐！
」
を
廃

―ｌｉ
し
た
。

各
市
町
村

で
も
こ
れ
に
追
随
す
る
動
き
が
強
ま

っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、

高
齢
者
に
対
す
る
福
祉
切
り

捨
て
の
動
き
が
午
ご
と
に
政
ま
っ
て
き
て
い
る
。

い
ま
、

高
補
者
に
対
す
る
し
わ
寄
せ
を
は
ね
返

し
、

我
々
の
生
活
と
権
利
　
人
間
と
し
て
の
尊

厳
を
守
り
、

発
展
さ
せ
る
運
動
を
積
極
的
に
展

開
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

■
　
活
動
方
針

ア
ン
ケ
ー
ト
に
寄
せ
ら
れ
た
会
員
の
要
望
や

意
見
に
そ
っ
て
、

み
ん
な
で
参
加
で
き
る
楽
し

い
催
し
や
、

要
求
実
現

へ
の
と
り
く
み
を
進
め

Ｚつ
。

①
課
題
の
実
現
へ
む
け
て
踏
み
出
そ
う

（総
務
企
画
委
員
会
）

＊
ア
ン
ケ
ー
ト
に
み
ら
れ
た
要
望
を
課
題
と
す

Ｚ
つ
。

一

＊
県
　
地
共
済
に
対
す
る
要
望
は
整
理
し
て
関

係
機
関
へ
中
入
れ
を
す
る
。

＊
国
、

市
町
村
に
対
す
る
も
の
は
、

要
求
で

一

致
す
る
他
川
体
と
協
力
し
実
現
に
せ
ま
る
。

０
み
ん
な
で
楽
し
め
る
企
画
を
、

多
彩
に

（処
味
の
会
推
進
委
員
会
）

＊
従
来
の

「
は
史
教
生
」
「旅
行
の
公
」
な
ど

は
、

　

情
の
充
実
を
は
か
る
。

＊
要
】
の
夕
か
っ
た
川
巻
　
将
棋
大
会
、

倫
栽

料
理
教
ｉ
な
ど
は
　
Ｌ
職
労
壮
年
部
と
の

共
＝
も
脱
町
に
入
れ
、

夜
現
を
検
討
す
る
。

≡会
員
の
顔
の
み
え
る
会
報
を
め
ざ
し
て

⌒広
縦
綿
保
姿
虫
会
）

＊
保
川
桶
朱
体
制
を
化
立
す
る
．

＊
会
■
の
撤
―，
に
な
る
年
令
　
保
健
　
栢
＝
問

也
の
情
報
を
提
供
す
る
．

＊
誌
面
に
み
ん
な
の
声
を
反
映
さ
せ
、

公
員
参

加
を
道
水
す
る
．

０

一
、

Ｏ
Ｏ
Ｏ
名
の
会
員
を
め
ざ
し
て

単
職
労
各
支
部
分
会
の
協
力
を
え
て
、

５５
才

以
上
の
現
職
組
合
員

（非
常
勤
者
を
合
む
）
に

『
こ
だ
ま
会
報
」
を
配
布
し
、

年
金
や
保
険
の

問
題
な
ど
日
常
的
な
つ
な
が
り
を
強
め
る
。

退

駐
後
の
共
済
継
続
等
、

こ
だ
ま
会
の
メ
リ
ッ
ト

も
Ｐ
Ｒ
し
、

会
員
増
加
を
は
か
る
。

Ｏ
事
務
局
活
動
の
充
実

会
貞
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
諸
活
動
を
進
め
る
。

引
続
く
活
動
と
し
て
は
、

全
員
加
盟
の
セ
ッ
ト

共
済

（死
亡
弔
慰
金
、

災
害
見
舞
金
、

料
金
は

会
で
負
担
）
や
火
災
共
済
、

交
通
災
害
共
済
、

自
動
車
共
済
の
事
務
手
続
き
が
あ
る
。
ま
た
、

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
要
望
の
あ
っ
た
各
種
相
談

窓
口

（弁
護
士
、

公
詔
会
計
士
、

税
理
士
、

社

会
保
険
労
務
士
、

年
全
相
談
な
ど
）
に
つ
い
て

県
職
労
と
の
連
帯
を
と
り
開
設
に
努
め
た
い
。

財
政
面
で
は
厳
し
い
が
、

会
貝
増
に
よ
る
収
入

の
増
加
と
、

収
益
事
業
に
つ
い
て
も
今
後
考
慮

し
て
い
き
た
い
。

①
他
団
体
と
の
連
携

横
浜
市
従
退
職
者
会
、

鎌
倉
市
職
退
職
者
会

と
連
携
を
と
り
県
自
治
労
連
退
職
者
会
や
、

そ

の

「手
づ
く
り
文
化
祭
」
、
メ
ー
デ
ー
、

高
齢

者
集
会
な
ど
に
参
加
す
る
。

知

っ
て
い
ま
す
か
？

市
町
村
の
国
民
健
康
保
険
加
入
者

に
は
い
ろ
い
ろ
の
特
典
？
（制
度
）
が

あ
り
ま
す
。

お
役
所
仕
事
で
す
か
ら
、

知
ら
な
い
で
請
求
し
な
い
と
損
？
し

ま
す
。

左
記
は
そ
の

一
例
で
す
。

（横
浜
市
国
保
ミ
ニ
ガ
イ
ド
か
ら
）

国保の加入者が死亡したとき

その券祭を行った方に、葬容賞

が支給されます。

重病人の入院,転 院など歩行

ができす,医 学的な理由により

寝台車などを利用したとさ。

●申請に必要なもの
・保険江 印かん 調者店の判 又子など
・銀行の預金通帳または日座番号な
どのたえ

釣
●申請に必要なもの
・移送 を必要 とする意見書 領 収書

(移送区同 距 離のわかるもの )

印かん 保 険証

葬崇貴の支給   1 70,000円
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一般会計 1996年 (平成 8年 )度 収支予算 (案)
支 出          “ 9954 1～ 199633巾 単位 円入

入

積立金会計 1996年 (平成 8年 )
支 出

度収支予算 (案)
Ⅲ995 J I～ 1996 3 31l Ⅲ位 P]

項    目 予算額 摘 要 項    目 予算額 要

1会 費 1 305 000 li古 動  費 800 000

賓

年 会  費 180 000 03000円 ×60名 i舌
動
費

事務局 費 600 000 事務用品、語経費 通 勤費等

終 身会 費 l 125 000 025000× 45名 行 動  費 200 000 各種会合交通費寺

2県 棋労助成金 1 000 000 活動 広 報 会 議等にliする助成 2広  報  費 500 000 会軒編集、印吊J費等

3事 業 収 入 400 000 共i斉事業受言[収入 3総  会  費 450 000 結会及び窓親会費

4雑  収  入 43 481 預金利目、広告収入等 4会  議  資 250 000 幹 事 会  及 び総 務 企両  広 報  巴

味 各委 員会費

5積 立金取崩し 811 000 中 5通  信  費 200 000 郵便料金寺

6前 年度繰越全 40 519 6見 舞共情lf卜金 250 000
族家び及員

等

会

サ

て

金

済

を

大

見

卜

害
ツ
災

セ済

金

やケ
町

合

弓

7宿  立  全 1 125 000 終身会費25000円 ×45名

8予  備  費 25 000

計 3 600 000 討 3 600 0110

項    目 予算額 摘 要 項    目 予算禎 要

前年度操越金 6 994 065 本 年 度 支 出 811 000 本年度-1定会【十へ

本 年 度 収 入 1 225 000 次 年 L「繰 赳 金 7 408 065

内

訳

宿 立  金 l 125 000 一般会計より

禾J    目 100 000 労l」l金庫定jlJI預金利官

計 8 219 065 計 8 219 065

ｎ
ｕ

幹
埋
詮
９４
年
度
００
万
人
超
す

厚
■
年
令
、

同
民
年
金
な
ど

公
的
午
令

の
九

四
年
度
ｉ
給
者

数
が
三
十
四
十
二
万
人
と
初
め

て
三
千
万
人
を
突
破
し
た
こ
と

が
、

社
会
保
険
庁
が
三
日
発
表

し
た
「

社
会
保
険
事
業

の
概
机
」

で
明
ら
か
に
な

っ
た
。

年
令
給

３

付

の
総
額
も
過
去
最
高

の
二
十

九
兆
六
千
四
百
九
十
億
円
に
■

り
、

高
怖
化

に
伴

っ
て
給
付
裕

傾
も
増
え
続
け
て

い
る
。

年
令
を
給
者
は
前
年
度
に
比

べ
，
　
〇
％
の
増
加
、　

一
方
、

現
往

の
加
入
者
は
〇
　
四
％
増

の
六
千
九
百
五
十
五
万
人
。

最

近
五
年
側
は
、

受
給
者
が
工
％

前

後

で
増

え

て

い
る

の
に
対

し
、

加
人
者
歓
は
九

一
年
度
を

除

い
て

一
％
以
下
の
増
加
に
と

ど
ま

っ
て
お
り
、

午
金
け
政
が

肱
し
さ
を
増
し
て

い
る
実
態
が

浮
き
彫
り
に
な

っ
た
。

給
付
総
額

の
前
年
度
比
伸
び

イ
は

一
〇
　
〇
％
で
、

こ
こ
数

年

間

の
六
十

八
％

よ
り

も

高

い
。

同
庁
は

「
給
付
対
象
者
が

増
え
た
ほ
か
、

昨
年
度

の
年
金

制
度
改
革

で
年
企
徳
が
積
み
増

し
に
な

っ
た
こ
と
も
影
響
し
て

い
る
」
と

み
て
い
る
。

九

四
年
度
か
ら
国
民
年
令

の

受
給
対
象
者

に
な

っ
た
人
の
う

ち
、

本
来

の
受
給
開
始
年
齢

の

六
十
五
歳
を
待
た
ず
、

六
十
１

六
十

四
歳

の
間
に
減
額
年
金
を

受
け
取

っ
た
人
の
割
合

（拠
り

上
げ
受
給
率
）
は
二
九
　
大
％

繰
り
上
げ
受
給
率
は
こ
こ
十
年

間
に
ど
減
少
傾
向
で
、

初
め
て

四
〇
％
を
制
り
込
ん
だ
。

（
Ｈ
８

２

４
　
日
経

）

借金大国日本

1 0齢 虫
品

(H8 220 日 経 )
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かなり不足 十分余裕がある
2)家 計状況
「か な り不 足」 と
「やや不足」を合わ

せると174%で 、お

よそ6人 に 1人が不

足と答えている現実

は見逃せない。

3)年 金 の みの 家計

余裕がある 226%一 -118

不足する  174%→ +324

年金だけで生活 している会員は、上のよう

にそれぞれポイン トが上下 している。実に10

人に 3人 以上の人が、年全だけでは生活は困

難であることを示 している。

実際に参加、実行 している趣味 活 動は

多彩で、しかも極めて多くの会員の参力]が

みられ、いろいろな領域で生き生きと活動

参加率 859%している。

1)趣 味 ・活動のベス トテン

5 0 1 ( % )

23 6

3 ハ イキング 登 山  186

4  ス ポ ー ッ 17 4

5 映 画 i寅劇 音 楽  143

6 史 跡探訪 歴 史教生 141

7 凶 碁 将 棋 12 9

8  写 真        1 1 9

9  ボ ランテ ィア活動  1 1 2

1 0  カ ラオケ      9 1

2 )計 画があれば参加 したい

(ベス トテン)… …略

要望 ・意見
1)国  県  市 町村に対 して
高齢者福祉に関する要望 意 見を自由

に回答 してもらった。実に147人 (351

%)の 会員から様ざまなものが寄せ られ、

関心の高さ行政に対する要求の強さがう

かがえた。

多くの人が、病気になった場合や自分

で身辺処理が出来なくなった時の不安を

強 く訴え、治療や介護体制の整備 充 実

を求める声が強 く表れている。

2)こ だ ま会の要望

これも自由記入の回答で、102人(243

%)の 会員から各種の要望が寄せられた。

その内容は、会の運営、趣味の会活動、

会報や情報提供、福利 厚 生活動、高齢

者運動などへの批判や要望など多種多様

であ り、こだま会に対する関′じヽの強さと

期待の大きさがうかがい知れる。

HIしく敬れる紙画もないが、一つずつ

出来ることから要望に応え、実現に迫っ

ていきたいものだ。

1 旅 行

2 盆 栽 園 芸

2 9 1 ( % )

6 4

4 8

4 3

2 6

２６０
い

帥
守

就 業  1)就 業の状況

仕事をしていない

339%
そ

仕事を探 している

74%

半数を越える会員が就業あるいは求職をしてい

る。一方 3人 に 1人が引退 している。

これを平均年飾と合わせて考えると、公員の勤

労意欲は結構高いといえよう。

2)働 いている理由……略

1)因 っていること 悩 み ごと

会員の四っていることや1出みごとに回答を寄せ

た人は18 8人(4 4 9 % )。

1 健 康

2 家 族関係

3 相 続 6自言)

4 税 金

5 不 動産

マルチ回答の上位ファイブを挙げてみた。健康

を挙げた人が実に 3害」近い。

2)ホロ談オロ手 (%)

4人 に 1人 がオ拝炎相手がいない.

男女別の害1合は、男性288%、 女

性180%で 、男性の方が必要度が

高い。
「こだま会」 もこの実態に応え

る必要があると思われる。

『調査結果報告書』を入手するには

この調査の詳報は、『会員の生活実態 とニーズに関するアン

ケー ト調査結果報告書』 として取 りまとめコ1行されます。こだ

ま会は財政的に余裕がないので、会員に無料配付とはいきませ

ん。ご希望の方には300円 (60円切手 5枚 )で お頒けしますの

で、事務局まで郵便でお申込み下さい。

仕事をしたいが

病気で働けない

45%

相 談
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『こだま会』会員の生活と意見 ―アンケートにみる一

こだま会では、会員の要望 意 見を基礎に会運営の方向を新たに打ち出すべ く、1996年
2月 に会員の

“
生活実態とニーズに関する調査

Ⅲ
を実施 しました。

現在、総務/LN画
委員会での詳 しい分析が終 り、調査書が取 りまとめられましたので、こ

こに調査措呆の概要をご紹介します。皆様のご協力により回答も多 く、予想以上の内容豊
かなご意見を寄せ られましたことに、心から感謝いたします。

調査の概要
調査時期 1996年 2月

調査方法 調 査票による質問方式 (郵送)

調査対象 こ だま会会貝 692人 (100%)

1)健 康状況

2)

1)

2)

健康診断の受診率 (%)

毎年必ず受診 654(男 682

2～ 3年毎に 196(男 185

受けていない 1 1 5 (男 9 7

「非常に健康」 と 「まあ健康Jと を合わ

せた健康な人は532%と 半放をこえてい

る。一方、 5人 に 1人 の割合で病気にか

かっている人もいる。

受診の機会は毎年勤務先で受けていた

のが退職後はなくなるので、自分自身で

積極的に受診することが大事だ。とくに

女性はその要があると思う。

約 5人 に 1人 は配偶者がいない。これを男女別にみ

ると、有配偶者率は、男性935%、 女性505%と 大き

く違う点注目されよう。

一人暮らしの人は全体で32人、そのうち男性 7人 、

女性25人で全体に対する割合は、23%と 225%。 女性

会員の 5人 に 1人 が単身生活となっている。

d噌亡偶者、 b)親 と子や孫、(C)姉妹

などの社合せで一緒に生活 している。

世帝の平均家族軟は、 3人 である。

女577)

女225)

女162)

3)

家族構成

配偶者あり

配偶者なし

同居家族

同居あ り

同居なし

家族数

2人 世帝

3人  ク

4人 ク

5人 ク

6人以上

8 2 1 %

1 7 9 %

9 6 3 %

7 7 %

4 0 5 %

2 1 6 %

1 4 4 %

5 5 %

1 0 7 %

マンション 58%
持ち家率は96 4 %と 高 く、これは在職中に

おける計画性と高度経済成長期などの住宅ロ

ーン活用などのためであろうか。セカンドラ

イフの計画が堅実とみられようか。

収入の種類を多い順に示 してみた。年金の

みの収入の人は346%で 、会貝の 3人 に一人

が年金のみの暮らしだ。

入

１

２

３

４

又 (同居家族 も含む)

年全     964%

給料 報 酬  518%

不動産収入  86%

株式等の配当 53%

調査票の回収 419人 (605%)平 均年齢 654歳

―戸建て 906%
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な
ぜ
年
金
は
据
え
置
き
か
解

年 金 情 報
「え

っ
、

今
年
は
年
金
の
引
き
上
げ

げ
な
い
の
？
」
「
ど
う
し
て
？
」

総
務
庁
は
昨
年

一
年
の
全
国
消
費
者

物
価
指
数
は
①

。
一
％
下
が
っ
た
と
発

表
。

物
価
指
数
が
下
が
っ
た
の
は
年
金

に
物
価
ス
ラ
イ
ド
制
が
実
施
さ
れ
た
昭

和
四
人
年
以
降
初
め
て
の
こ
と
で
す
。

物
価
ス
ラ
イ
ド
制
を
と
る
公
的
年
合
は

自
動
的
に
年
金
額
が
下
が
る
こ
と
に
な

り
ま
す
が
、

厚
生
省
で
は
特
例
法
案
を

今
回
会
に
提
出
し
、

今
年
度
の
年
金
額

を
据
え
置
く
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

総
務
庁
物
価
局
は

「
猛
暑
で
，
鮮
食

品
が
大
幅
に
値
下
が
り
し
た
の
が
影
響

し
た
」
ま
た
、

人
口
百
万
以
上
の
大
都

市
で
は
○

・
三
％
下
が
っ
た
と
い
っ
て

い
ま
す
。

私
た
ち
年
金
受
給
者
に
は
物

価
が
下
が
っ
た
実
感
が
な
い
し
、

高
齢

者
の
生
活
が
良
く
な
っ
た
と
い
う
こ
と

も
あ
り
ま
せ
ん
。

民
常
な
低
金
利
が
続

く
な
か
で
、

■
活
は
む
し
ろ
悪
化
し
て

い
る
の
が
実
態
だ
と
思
い
ま
す
。

さ
ら
に
今
年
度
は
医
療
保
険
制
度
に

お
け
る
費
用
負
担
が
増
大
し
ま
す
。

老

人
医
療
の

一
部
負
担
は
物
価
ス
ラ
イ
ド

（前
々
年
度
の
物
価
指
数
）
に
よ
り
入

院

・
外
来
と
も

一
〇
円
引
上
げ
ら
れ
、

入
院
は

一
日
七

一
〇
円
、

外
来
は

一
ケ

月

一
、

〇
二
〇
円
に
な
り
、　

一
般
の
入

院
時
の
食
費
代

一
日
六
Ｏ
①
円
が
入
○

①
円
と
な
り
ま
す
。

今
回
、

年
金
領
が
据
置
か
れ
た
の
は

引
下
げ
幅
が
少
な
く
、

政
定
作
業
に
賛

用
と
手
間
が
か
か
る
こ
と
も
影
響
し
て

い
る
と
思
わ
れ
ま
す
が
、

来
年
度
は
物

価
が
上
が
る
に
せ
よ
下
が
る
に
せ
よ
、

今
年
度
の
物
価
指
数
と
合
算
さ
れ
、

調

整
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。

年
金
と
こ
と
な
り
思
給
で
は
公
務
員

の
給
与
改
定

（人
事
院
勧
告
に
よ
る
）

が
昨
年
行
わ
れ
た
こ
と
で
〇
　
七
五
％

の
引
上
げ
が
お
こ
な
わ
れ
ま
す
。
こ
れ

は
思
給
が
賃
金
ス
ラ
イ
ド
制
を
と

っ
て

い
る
た
め
で
す
。

年
金
生
活
者
な
ど
で

組
織
さ
れ
て
い
る
全
日
本
年
金
者
組
合

で
は
、

物
価
又
は
賃
金
い
ず
れ
か
高

い

方
の
指
数
で
ス
ラ
イ
ド
を
行
う
よ
う
要

求
し
て
い
ま
す
。

頂
貯
金
の
極
瑞
な
低
下
が
私
た
ち
高

齢
者
の
生
活
を
直
撃
し
、

退
職
後
の
生

活
設
計
を
大
き
く
狂
わ
せ
て
い
ま
す
。

国
際
的
に
見
て
も
兵
常
と
い
わ
れ
る
低

金
利
は
ど
う
し
て
起
こ
っ
て
い
る
の
で

し
ょ
う
か
。

天
災
と
同
じ
よ
う
に
、
じ

―
っ
と
耐
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の

な
の
で
し
ょ
う
か
。

直
接
的
に
は
日
本
銀
行
が
公

定
歩
合

（金
融
機
関
に
融
資
す

る
金
利
）
を
史
上
最
低
の
○

五
％
に
下
げ
た
こ
と
に
よ
り
ま

す
。
日
銀
は
九

一
年
七
月
に
、

そ
れ
ま
で
六
％
だ

っ
た
公
定
歩

合
を
五
　
五
％
に
下
げ
、

そ
の

後
１
年
余
り
で
９
回
下
げ
統
け

れ
の
〇
　
五
％
に
な
っ
て
い
ま

す
。

政
府
や
日
銀
は

「金
利
を

下
げ
て
景
気
の
テ
ヨ
入
れ
の
た

め
」
と
い
っ
て
い
ま
す
が
、

景

気
の
回
復
が
思
わ
し
く
な
い
こ

と
を
見
て
も
ご
ま
か
し
だ
と
吉

え
ま
す
。

本
当
の
狙
い
は
、

ま

ず
、

バ
ブ
ル
で
膨
ら
ん
だ
大
企

業
の
付
入
金
の
金
利
負
担
を
韓

減
す
る
こ
と
で
す
。

金
利
が

一
％
下
が

れ
ば
大
企
業
の
金
利
負
担
は
年
間

一
兆

人
千
億
円
も
軽
く
な
る
と
言
わ
れ
ま
す
。

さ
ら
に
銀
行
の
利
ザ
ヤ
を
大
き
く
し
、

業
務
れ
益
を
増
大
さ
せ
る
こ
と
で
す
。

九
五
年
九
月
期
決
算
の
都
銀

一
一
行

に
お
け
る
業
務
純
益
は
半
年
間
で
過
去

低金利が年金生活者を直撃
最
高
の

一
兆
九
千
億
円
に
差
し
、

前
年

比
で
も
七
〇
％
も
増
え
て
い
ま
す
。
日

銀
の
発
表
に
よ
れ
ば
個
人
の
時
蓄
の
成

高
は
九
二
年
二
月
末
で
九
二
三
兆
円
、

う
ち
拍
貯
金
だ
け
で
も
五
人
六
兆
円
で

す
か
ら
銀
行
の
低
金
利
に
よ
る
利
ザ
ヤ

稼
ぎ
は
吃
大
な
も
の
に
な
る
の
は
明
ら

か
で
す
。

都
銀
各
行
は
こ
う
し

た
利
益
を

一
部
を
不
良
債
権
の

償
却
に
あ
て
て
い
ま
す
。

結
局

の
と
こ
ろ
、

政
府
　
日
銀
の
低

金
利
政
策
は

一
披
庶
民
、

と
く

に
高
齢
者
の
ム
と
こ
ろ
か
ら
利

息
収
入
を
奪

っ
て
大
企
業
と
銀

行
の
利
益
を
増
や
し
て
い
る
と

市
え
ま
す
。
こ
れ
に
は
銀
行
業

界
が
政
府
与
党
、

新
進
先
に
多

額
の
政
治
献
金
を
し
て
い
る
こ

と
と
無
関
係
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

高
齢
者
た
ち
も
黙

っ
て
い
る

だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

令
日

本
年
金
者
組
合
で
は
昨
年
秋
か

ら
郵
政
省
　
大
蔵
省
　
企
国
銀

行
協
会
に
何
度
か

「高
齢
者
守

の
預
貯
金
に
つ
い
て
金
利
の
保

障

（五
％
）
を
行
う
よ
う
」
中
し
入
れ

を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で

も
放
映
さ
れ
全
国
に
反
響
を
呼
び
ま
し

た
。

今
年
に
入
り
富
士
銀
行
（頭
取
が

銀
行
協
会
会
長
）
が
年
金
受
給
者
に

一

年
定
期
で
百
万
円
限
り
金
利

一
％
の
優

（次
頁
へ
つ
づ
く
）
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●
飲
み
合
わ
せ
の
と
き
は
気
を
つ
け
る
こ
と
●

一

か
か
る
と
き
は
、

い
ま
飲
ん
で
い
る
ク
ス

リ
を
欠
か
さ
ず
に
、

古
っ
て
い
た
だ
き
た

い
の
で
す
。

病
院
に
よ
っ
て
は
、

忠
者
さ

ん
が
い
ろ
ん
な
科
に
か
か
っ
て
い
て
も
、

そ
の
カ
ル
テ
が
全
部
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
に

は
い
っ
て
い
て
、

ど
ん
な
ク
ス
リ
を
飲
ん

で
い
る
か
、

分
か
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。

そ
れ
を
実
歴
の
カ
ー
ド
に
し
て
出
し

て
く
れ
る
と
こ
ろ
も
多
く
な
っ
て
き
ま
し

た
。そ

れ
か
ら
、

ク
ス
リ
を
飲
ん
で
何
か
症

状
が
変
わ
っ
た
り
し
た
ら
、

お
医
千
さ
ん

に
積
極
的
に
言
っ
て
ほ
し
い
し
、

も
し
ク

ス
リ
を
飲
ま
な
か
っ
た
ら
、

飲
ま
な
か
っ

た
と
、

正
Ｈ
に
千
っ
て
ほ
し
い
の
で
す
。

お
医
者
さ
ん
は
ク
ス
リ
を
令
部
飲
ん
で
い

る
と
思
っ
て
、

症
状
が
よ
く
な
っ
て
い
な

い
場
合
に
は
、
も
っ
と
強
い
ク
ス
リ
を
処

方
し
た
り
し
ま
す
。
こ
れ
は
危
険
で
す
。

名
暮
ら
し
の
手
帳
』
か
ら
）

日
常
よ
く
あ
る
の
は
、

お
医
者
さ
ん
か

ら
高
血
圧
と
か
心
臓
の
ク
ス
リ
を
い
た
だ

い
て
飲
ん
で
い
る
と
き
、
「市
販
の
か
ぜ

業
を
飲
ん
で
も
い
い
か
」
と
い
う
よ
う
な

例
で
す
ね
。

市
販
業
は
、

だ
れ
が
飲
む
か

わ
か
ら
な
い
も
の
で
す
か
ら
、

お
医
者
さ

ん
の
ク
リ
ス
に
く
ら
べ
た
ら
、

ず
っ
と
安

全
に
で
き
て
い
ま
す
。

し
か
し
、

か
ぜ
菜
の
中
に
は
、

痛
み
止

め
、

そ
れ
か
ら
熱
を
下
げ
る
解
熟
菜
、

筑

ヒ
ス
タ
ミ
ン
実
、

咳
止
め
、

体
力
を
つ
け

る
た
め
の
ビ
タ
ミ
ン
な
ど
、

い
ろ
い
ろ
な

成
分
が
入
っ
て
い
ま
す
。
ビ
タ
ミ
ン
剤
は

と
も
か
く
、

中
に
は
お
医
者
さ
ん
が
処
方

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
医
療
用
の
ク
ス
リ

だ
っ
た
も
の
が
、

市
販
業
に
な
っ
た
も
の

も
あ
り
、

こ
れ
は
効
き
目
も
強
い
の
で
、

そ
れ
だ
け
危
険
な
面
も
も
っ
て
い
ま
す
。

で
す
か
ら
高
血
圧
や
心
臓
、

糖
尿
病
の

ク
ス
リ
な
ど
を
飲
ん
で
い
る
と
き
は
、

市

収
の
か
ぜ
業
だ
か
ら
と
軽
く
考
え
な
い
で
、

お
医
者
さ
ん
に
相
談
さ
れ
た
方
が
い
い
と

お
も
い
ま
す
。

杵
尿
病
の
ク
ス
リ
を
飲
ん
で
い
る
と
き

に
、

心
臓
病
の
ク
ス
リ
を
飲
ん
で
、

転
ん

で
ケ
ガ
を
し
た
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

狩
尿
病
の
ク
ス
リ
に
も
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま

す
が
、

こ
の
場
合
は
心
股
の
ク
ス
リ
を
飲

ん
だ
た
め
に
、

血
滋
中
の
帖
尿
塙
の
ク
ス

リ
の
濃
度
が
上
が
っ
て
、

め
ま
い
を
お
こ

し
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

精
尿
病
の
ク
ス
リ
は
血
粘
値
を
適
明
に

さ
げ
る
た
め
に
、

微
妙
な
と
こ
ろ
で
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
し
て
い
ま
す
か
ら
は
、

ほ
か
の

ク
ス
リ
を
飲
む
と
き
は
、

と
く
に
注
意
が

い
り
ま
す
。

先
頃
の
制
ガ
ン
剤
と
帝
状
疱
疹
業
の
ソ

リ
ブ
ジ
ン
の
よ
う
に
、

あ
れ
ほ
ど
重
大
事

に
な
ら
な
い
ま
で
も
、

飲
み
合
わ
せ
に
よ

る
事
故
は
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
が
、

な
ぜ

そ
う
な
の
か
、

ま
だ
理
由
が
わ
か
ら
な
い

場
合
も
多
い
の
で
す
。

ク
ス
リ
の
飲
み
合
わ
せ
は
、

ク
ス
リ
の
、

い
わ
ば
個
別
的
な
組
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て

害
を
お
よ
ぼ
す
の
で
す
か
ら
、　

一
般
的
に

ク
ス
リ
を
飲
み
合
わ
せ
て
は
い
け
な
い
と

は
い
え
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
に
厚
生
省
は
、

な
に
か
副
作

用
が
で
た
場
合
の
情
報
を
、

で
き
る
だ
け

多
く
集
め
、

そ
の
集
積
さ
れ
た
デ
ー
タ
を

も
と
に
、

飲
み
合
わ
せ
に
よ
る
情
報
を
出

し
て
い
ま
す
。

飲
み
合
わ
せ
に
つ
い
て
は
、

ご
自
分
で

も
気
を
つ
け
て
、

新
し
く
お
医
者
さ
ん
に

∞

Ｑ

（前
頁
か
ら
つ
づ
く
）

遇
措
置
を
は
じ
め
た
の
を
皮
き
り
に
、

幾
つ
か
の
都
銀
、

地
銀
、

信
金
な
ど
で

優
遇
措
置
を
と
る
と
こ
ろ
が
で
て
い
ま

す
。
ま
た
、

従
来
か
ら
あ
っ
た
福
祉
定

期
預
金

（注
）
の

一
年
延
長
な
ど
の
低

所
得
層

へ
の
措
置
が
出
て
き
ま
し
た
。

こ
の
程
度
で
は
高
齢
者
の
要
求
に
た
い

し
て
全
く
不
十
分
で
す
。

年
今
受
給
者
や
高
齢
者
の
預
貯
金
に

五
％
の
最
低
金
利
を
保
障
さ
せ
る
制
度

を
つ
く
る
よ
う
政
府

。
大
蔵
省
　
銀
行

に
要
求
し
運
動
を
広
げ
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

同
時
に
政
府
　
日
銀
の
金
融
政
策

を
大
企
業
　
大
銀
行
優
先
か
ら
国
民
生

活
優
先
に
切
り
誉
え
、

非
難
の
声
が
高

ま
っ
て
い
る
住
専
に
国
民
の
血
税
を
注

ぎ
込
む
の
を
や
め
さ
せ
、

じ
体
銀
行
の

責
任
で
解
決
さ
せ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

（注
）
福
祉
定
期
預
金
　
老
齢
福
祉

・

障
害

・
遺
族
年
金
や
福
祉
手
当
な
ど
を

受
け
て
い
る
人
を
対
象
に

一
人
三
百
万

円
ま
で

一
年
も
の
同
定
金
利
四
　

一
五

％
の
定
期
預
金
６

銀
行
、

郵
便
局
で
と

り
扱
っ
て
い
ま
す
。
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○
歴
史
教
室

（第
二
四
回
）

と
　
き
　
平
成
八
年
二
月
八
日
内

と
こ
ろ
　
神
奈
川
自
治
会
館

テ
ー

マ
　
シ
ー
ボ

ル
ト
の
娘
　
女
医
梅

本

い
わ
の
生
涯

参
加
者
　
五

一
名

特
別
講
師
　
荒
井
太
郎
氏

シ
ー
ボ
ル
ト
は
、

長
崎
オ
ラ
ン
ダ
商
館

の
医
師
と
し
て

一
人
三
三
年
来
日
し
た
。

彼
は
診
療

の
傍
ら
高
野
長
英
ら
に
、

商
学

や
西
洋
医
学
を
教
え
、

日
本

の
文
明
開
化

に
貢
献
し
た
人
物
で
あ
る
。

楠
本

い
ね
は
、

父
シ
ー
ボ
ル
ト
、

母
楠

本
滝

の
子
で

一
九
二
七
年
長
崎

の
出
島
で

生
ま
れ
た
。

父
の
医
学
の
門
人
で
あ

っ
た

岡
山
の
石
井
宗
賢
に
学
び
そ
し
て
結
婚
―

一
女
を
設
け
る
。
し
か
し
そ
の
生
活
も
永

続
き
せ
ず
長
崎
に
帰
り
、

医
院
を
開
業
し

た
。
こ
う
し
て
彼
女
は
さ
ら
に
多
く
を
学

び
、

近
代
医
学
を
身
に

つ
け
た
日
本
初
の

女
医
と
な

っ
た
。

一
方
、

山
口
の
医
者

の
子
と
し
て
生
ま

れ
、

シ
ー
ボ
ル
ト
に
医
学

・
西
洋
兵
学
を

学
ん
だ
と

い
わ
れ
る
旧
名
村
田
蔵
六
＝
人

村
益
次
郎
と
補
本

い
ね
と

の
出
合

い
は
、

い
ね
が
二
七
歳
の
時
長
崎
で
。

そ
の
後
、

益
次
郎
の
後
を
追
う
よ
う
に
午
和
島
　
江

戸

へ
と
移

っ
て
行
く
。

益
次
郎
は
、

江
戸
に
お

い
て
砲
術
を
主

に
西
洋
兵
学
者
と
し
て
高
名
と
な

っ
た
。

明
治
新
政
府
で
は
、

兵
部
大
輔
と
な
り
侍

軍
の
創
立
者
と
な

っ
た
。

士
族

の
廃
刀

断
髪
　
兵
制
改
革
を
主
張
し
た
た
め
士
族

の
反
感
を
招
き
、

明
治
二
年

二

人
六
九
）

京
都
に
て
製
撃
を
受
け
五
症
を
負

っ
た
。

益
次
郎

の
強

い
希
望
で
東
京
か
ら
地
け

つ
け
た

い
ね
と
そ
の
娘
は
、

ニ
ケ
月
の
間

不
眠
不
体
で
そ
の
治
宗
に
当
り
、

そ
し
て

最
後
を
看
取

っ
た
と

い
う
。

い
ね
は
そ
の
後
も
に
業
に
専
念
し
七
七

歳
ま
で
生
き
、

明
治
〓
六
年

二

九
〇
二
）

東
京
で
静
か
に
人
生
を
閉
じ
た
。

○
歴
史
教
室

（第
二
五
回
）

と
　
き
　
平
成
八
年
四
月
五
日
０

と

こ
ろ
　
神
奈
川
自
治
会
館

テ
ー

マ
　
鎌
倉
五
山
と
国
宝

の
鐘
を
訪

ね
て

参
加
者
　
四
二
名

特
別
講
師
　
荒
井
太
郎
氏

●
鎌
合
五
山

（か
ま
く
ら
ご
さ
ん
）

五
山
と
は
、

と
き
の
政
府
が
定
め
た
格

の
高

い
五

つ
の
禅
宗

（臨
済
宗
）
寺
院
で
、

卓
町
幕
府
に
よ

っ
て
鎌
倉
五
山
が
定
め
ら

れ
、

現
在
に
至

っ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
建

長
寺
　
同
党
寺
　
寿
福
寺
　
浄
付
寺
　
浄

妙
十
で
あ
る
。

五
山
に
は
仏
教
界
の
英
ナ

が
全
国
か
ら
朱
ま
り
、

政
治
の
み
な
ら
ず

〓
町
時
代

の
文
化
を
担

っ
た
。

●
国
代

の
発
針

（ほ
ん
し
ょ
う
）

県
内
に
国
生

の
発
飾
が
あ
る
の
は
、

毬

長
　
円
”寛
の
二
十
だ
け
で
、

共
に
鎌
令
時

代
を
代
表
す
る
名
鉢
で
あ
る
。

飾

の
本
来

の
目
的
は
、

僧
に
僕
式
の
集
合
を
告
げ
る

の
に
鳴
ら
し
た
が
、

後
年
に
は
時
刻
を
知

ら
せ
る
た
め
に
用

い
て
い
る
。

●
建
長
寺
鈍

建
長
七
年

（
一
二
五
五
）
開
米

の
北
条

時
頼
を
大
檀
い
と
し
て
寄
進
さ
れ
た
。

結
高

二

一
〇
　
六

御
　

口
任

一
二
五

五

印
●
円
党
寺
鈍

正
安
二
年

（
一
三
〇

一
）
や
き
初
め
を

行

っ
た
。

北
条
虫
時
が
大
檀
那
と
し
て
持

さ
せ
た
も

の

裕
高

二
六
〇

ｍ
　

口
径

一
四
二

。
四

卸

鈍
と

い
え
ば
、

夕
焼
け
小
焼
け
の
山
寺

の
鈍
を
思

い
出
し
ま
す
。

地
図
を
頼
り
に

鎌
倉
時
代
に
思

い
を
馳
せ
な
が
ら
歩
く
の

も
、　

一
興
で
し
ょ
う
。

春
浅
し
　
山
里
に
ひ
っ
そ
り

咲
く
梅
と
咲
き
競
い
合
う

梅
国
の
散
策

と
　
き
　
一二
月
六
国
内

コ
ー
ス
　
小
日
原
駅

（新
幹
線
側
）
―

辻
村
植
物
公
園
―
風
祭
駅
前

お
天
気
は
晴
。

気
温
は
日
溜
ま
り
が
欲

し
い
程
度
。

参
加
者
は
三
二
名
と
前
回
に

比
し
て
三
倍
弱
の
増
と
な
る
。
コ
ー
ス
リ

ー
ダ
ー
の
松
尾
良
文
さ
ん
の
説
明
を
聞
き
、

九
時
五
①
分
に
小
回
原
駅
前
を
出
発
。

途

中
左
側
に
広
が
る
の
は
相
模
湾
、

行
手
に

小田原辻村植物園
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は
箱
根
の
山
や
ま
、

右
側
に
集
落
に
入
る
。

梅
の
本
が
各
所
に
点
在
し
満
開
。

市
面
の

上
手
に
は
水
仙
の
花
が
咲
く
。

見
沙
門
天

が
ひ
っ
そ
り
と
鎮
座
ま
し
ま
す
。

辻
村
植
物
公
園
若

一
一
時
〓
〇
分
．

広

い
国
内
に
白
梅
が
満
開
。

な
尾
さ
ん
よ
り

公
園
に
係
る
説
明
あ
り
。

辻
村
家
が
外
国

前
種
を
植
え
た
と
の
こ
と
で
、

そ
れ
を
象

徴
す
る
が
如
く
に
ユ
ー
カ
リ
の
大
木
が
奪

え
て
い
る
、

梅
花
の
下
で
食
事
を
し
観
梅

を
楽
し
む
。

一
三
時
三
〇
分
出
発
山
道
を
歩
く
。

途

中
杉
　
桧
の
林
の
中
や
山
畠
の
傍
ら
に
、

白
次
を
ま
と

っ
た
様
な
極
が
静
か
に
侍
む
。

裏
道
も
文
風
情
あ
り
。

屋
根
道
も
終
り
急

傾
斜
の
舗
装
道
を
下
る
。

左
右
に

″
こ
う

の
は
な
″
の
自
あ
り
珍
し
い
。　

一
四
時
四

〇
分
箱
根
登
山
飲
道
風
容
駅
に
若
き
開
散

を
し
た
。

南
北
朝
史
跡
め
ぐ
り

花
の
吉
野
山

・
笠
置
山

・

千
早
城
跡

・
柳
生
の
里

と
　
き
　
四
月
一
四
日
側
十
一
六
日
四

コ

ー

ス

一
日
目
　
出
発
地
―
東
名
―
東
名
阪
―

柳
生

の
里
―
宿

二
日
目
　
笠
置
山
行
座
所
め
ぐ
り
―
観

心
寺
―
千
早
城
祉
―
宿

三
日
目
　
一
口
野
山
散
策

（中
千
本
公
閣

―
蔵
工
堂
―
古
野
神
宮
―
束

名
阪
―
束
名
―
出
発
地
）

神
奈
川
県
観
光

の
バ
ス
利
用
、

ほ
ぼ
満

席

の

一
行
四
二
名
中
こ
だ
ま
会
会
員
は
、

二
五
名
。
日
本
で
の
桜
の
名
所
は
と

の
問

に
は
、

誰
し
も
吉
野
と
頭
の
中
に
浮
か
バ

の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

●

一
四
日
　
一疋
時
に
本
厚
木
発
、

束
名
を

ひ
た
す
ら
走
る
。

晴
天
に
雪
を
冠

っ
た
宮

士
山
く

っ
き
り
と
浮
か
ぶ
。

名
■
屋
Ｊ
Ｃ

よ
り
束
名
阪
に
入
り
や
が
て
目
指
す
柳
生

の
里

へ
。　

一
族

の
眠
る
芳
徳
禅
寺

に
参
詣

し
家
老
屋
敦
を
見
る
。

剣
家

の
潤
歩
せ
し

一

時
代
あ
り
き

や
。

桜
三
分
吹

の
山
性
で

あ

っ
た
。

夕
刻
生
置
山
々
頂
附
近
の
市
風

な
佑
に
っ

夕
食
の
処
子
鍋
に
舌
政
を
打
つ
。

●

一
五
日
　
宿
よ
り
約
四
〇
分
の
コ
ー
ス

で
笠
置
山
々
頂

一
周
。

に
岩
奇
石
あ
り
桜

咲
き
、

待
嶋
く
。

後
醍
醐
天
阜
行
在
所
あ

り

「
天
が
下
に
は
か
く
れ
家
も
な
し
」
と

の
御
敬
、

御
心
を
お
祭
し
す
る
に
余
り
あ

り
、

や
が
て
ネ
府
方
に
捕
ま
え
ら
れ
悟
岐

に
流
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

午
後
は
楠
木
正
成
が
幼
時
、

キ
ーーーー
を
学

ん
だ
級
心
寺
に
。　

一
、

三
〇
〇
年
の
は
史

を
持

つ
お
寺
で
金
上
は
国
土
、

は
は
満
開
、

愉
公
の
首
塚
も
あ
り
自
然
と
足
が
向
く
。

バ
ス
に
括
ら
れ
て
千
早
城

へ
．

正
成
が
時

の
率
府
年
を
神
手
に
様
々
な
奇
略
戒
法
で

戦
い
勝
利
を
収
め
た
場
所
で
あ
る
。

城
あ

と
ま
で
は
非
■
に
急
で
直
登
の
六
百
に
も

及
ぶ
石
段
で
、

自
然
石
を
横
に
並
べ
た
も

の
大
半
で
登
り
づ
ら
い
。

時
々
立
に
ま
り

腰
を
の
ば
し
息
を
格
え
つ
つ
、

皆
そ
れ
ぞ

れ
に
往
時
を
偲
ぶ
。

宿
は
五
体
市
内
、

タ

食
後
は
二
日
間
の
旅
で
打
ち
解
け
合

っ
た

の
か
カ
ラ
オ
ケ
に
興
ず
る
人
多
し
。

●

一
六
日
　
朝
、
く
も
り
空
を
何
と
か
も

た
せ
た
い
と
願
う
。

バ
ス
は
古
野
川
沿
い

に
た
る
。

山
々
は
十
野
杉
の
緑
、

雑
木
林

の
前
黄
色
と
美
し
い
調
和
。

九
時
～

一
一

時
の
間
散
策
を
楽
し
み
な
が
ら
桜
兄
物
、

名
所
旧
跡
多
し
。

下
千
本
は
前
開
、

名
物

の
く
ず
も
ち
を
売
る
店
が
軒
を
通
ね
る
。

さ
す
が
に
人
波
多
く
連
れ
を
見
火
う
。

や

が
て
バ
ス
の
人
と
な
り
帰
路

へ
。

た
中
事

故
渋
滞
が
あ
り
約

一
時
間
半
選
れ
に
て
帰

若
地

へ
。

皆
元
気
に
て
解
散
、

思
い
出
が

沢
山
残
る
旅
で
あ

っ
た
。

柳生の里 家 老屋敷門前にて

吉野山下千本の桜
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こ
だ
ま
会
茶
会

（初
釜
）
は
平
成
八
年

一
月

一
四
日
０
、

当
初
鎌
倉
芸
術
館
で
行

う
予
定
で
し
た
が
都
合
で
鈴
木
志
げ
子
さ

ん
宅
で
行
い
ま
し
た
。

亀
井
禎
子
さ
ん

（こ
だ
ま
会
会
員
）
が

ご
亭
主
に
な
り
鈴
木
志
げ
子
さ
ん
が
お
正

客
に
な
り
床
の
間
の
竹
の

一
重
切
り
の
花

入
れ
に
花
を
活
け
、

亀
井
さ
ん
の
お
点
前

で
お
薄
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

原
島
照
寿
さ
ん

（こ
だ
ま
会
会
員
）
社

中
は
風
邪
の
た
め
欠
席
で
残
合
で
し
た
が
、

現
役
の
秋
中
幸
子
さ
ん
、

若
江
久
子
さ
ん

と
鈴
木
さ
ん
の
お
弟
子
さ
ん
も
参
加
し
て

楽
し
い
、　

一
寸
ぜ
い
た
く
な
日
を
過
ご
し

ま
し
た
。

来
年
の
春
は
横
浜

「
そ
ご
う
」

で
茶
会

を
開
催

の
予
定
で
す
。

各
部
会
入
会
ご
希
望
の
方
は
ハ
ガ
キ
で

事
務
局
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

行
事
の
ご
案
内
は
そ
の
都
度
部
会
員
に

連
絡
し
て
い
ま
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
趣
味
の
会
の
開
催
が
、

解
ら
な
い
と
の
声
が
あ
１，
ま
し
た
の
で
、

子
告
を
ひ
と
ま
と
め
に
し
て
み
ま
し
た
ｃ

●
歴
史
教
室

（第

二
六
回
）

と
　
き
　
七
月
二
四
同
内

と
こ
ろ
　
神
奈
川
自
治
会
的

テ
ー
マ
　
秀
者
の
安
お
ね

―
戦
国
の
ト

ッ
プ
レ
デ
ィ

特
別
講
師
　
北
井
太
郎
氏

●
健
康
ウ
ォ
ー
ク
会

『足
柄
の
古
道
を
歩
く
』

と
　
き

　
一
〇
月
中
～
下
句

コ
ー
ス
　
Ｊ
Ｒ
足
柄
駅
～
足
柄
峠
Ｉ
Ｊ

Ｒ
駁
河
小
山
駅

詳
細
に
つ
い
て
は
、

決
定
次
第
部
会
員

に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
旅
行

の
会

『紅
葉
を
訪
ね
て
』

と
　
き

　
一
一
月
中
～
下
旬

コ
ー
ス
　
侯
補
地
選
定
中

ご
希
望
地
等
あ
り
ま
し
た
ら
ご

一
報
を
。

「退職者こだま会」厚生ニュース

全労済の魅力、
●テレビのコマーシャルでも知ら

れている全労済 (全国労働者共

済生活協同組合連合会)は 全国

47都道府県にネットワークをも

つ生協組織です。

●現在、組合員数1,200万人、契

約高200兆円にも及ぶ民間巨大

生損保会社に匹敵する規模です。

厚生省管轄の 「消費者協同組合

法」によって助け合いの理合に

基づいて非営利に運営されてい

ます。

ここが得
●民間の生命保険と損保保険の両

分野にまたがる共済事業を行っ

ています。創立以来約30年の実

績があ り経官基盤 も安定。

●団体加入を中′じヽとし、労組や退

職者会などが事務を引受けてい

ますので、民間より代理店、外

務員の事務経費などの経費分だ

け掛金が安 くなるのです。

●掛金等は民間に比べて、平均 2

害」程度安 くなっています。

左から亀井さん、秋中さんと鈴木さん
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